
子育てや高齢化社会を支える取り組みは多様で、どれをとってもアイデアに満ち

ていて、魅力的なものばかり。大切なことは、他人と比較せず、今やっていること

に自信をもって進めていくことで、どれだけ自分らしく楽しく生きていけるの

か、ということだと思っています。SDGs を知って、一層奮起しています。( 森戸 )
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吹田市立
市民公益活動センター

○表紙：「Be Social」第9回・岡本昭子さん
○中面：特集 /
○うら：ラコルタの取り組み、講座・イベント

出会う→集う→育てる→実る
VOL .24

千里キャンドルロード
プロジェクト 前代表

「市民公益活動」は市民が自発的に行う社会貢献活動です。

市民公益活動センター（愛称：ラコルタ）は市民の力で

吹田市をより良いまちにするため、これらの活動を支援しています。

編　集

ノート

THE ラコルタの取り組みを紹介！

私たちが暮らす地域や社会の事を

他人事ではなく自分事にする。

そういった“ソーシャルな生き方”

の魅力をお伝えします。

http://su ita-kouek i .org

ピックアップ

ラ

吹田市長を交えて「特別てい談」

千里ニュータウンの人口と同
じ9万個のキャンドルを灯すイ
ベントを開催する団体。千里
ニュータウンまちびらき50年
事業を契機とし、翌年からは
市民が自主的に運営を担って
いる。今年は10/27(土)開催。

※
年

４
回

発
行

（
3

月
･
6

月
･
9

月
･
1

2
月

）
　

 

長
年
暮
ら
し
て
き
た
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
の
建
替
え
が
進
み
、き
れ
い
だ
っ
た
街

並
み
が
崩
れ
て
い
く
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。
当
時
住
ん
で
い
た
テ
ラ
ス
ハ
ウ
ス

（
２
階
建
て
の
連
棟
式
住
宅
）も
、
建
築

物
と
し
て
貴
重
だ
っ
た
の
で
す
が
、
取
り

壊
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
行
政

も
住
民
も
、
他
人
任
せ
の
よ
う
に
み
え

て
嫌
で
し
た
が
、
怒
っ
て
ば
か
り
い
て
も

精
神
上
良
く
な
い
し
、マ
イ
ナ
ス
を
プ

ラ
ス
に
変
え
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

街
並
み
が
崩
れ
て
い
く

自
分
た
ち
で
つ
く
る

　

キ
ャ
ン
ド
ル
の
活
動
に
関
わ
り
は
じ
め

た
の
は
、
市
報
で「
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ま

ち
び
ら
き
50
年
事
業
」の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
募
集
を
見
た
の
が
キ
ッ
カ
ケ
で
す
。
立

ち
上
げ
か
ら
参
加
し
て
き
た
の
で
、
自

分
た
ち
で
つ
く
っ
て
き
た
と
い
う
思
い
が

あ
り
、
や
り
が
い
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
点
灯
や
片
付
け
な
ど
、メ
ン

バ
ー
以
外
の
人
も
、イ
ベ
ン
ト
づ
く
り
に

参
加
で
き
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

https://www.senricandleroad.com/

※費用が明示されていない

　　イベントは無料。

※申込期限の記載がなけれ

　　ば前日まで。

お申込み･

お問い合わせは

ラコルタまで

吹田の現状を知り地域での
取り組みについて意見交換
します。

吹田の

子どもの貧困

テーマカフェ

Eメール：
info@suita-koueki.org 　今回はエクセルをテーマにし

てお互いの悩み解決や情報
交換を行います。

市民公益活動団体

のための IT相談会

9 月 27 日 ( 木 ) 10 月 18 日 ( 木 )

11 月 11 日 ( 日 )

68名の参加者が集まりました

　吹田市長の後藤圭二

さ ん 、 一 般 社 団 法 人

コード・フォー・ジャパ

ン代表理事の関治之さ

ん、大阪大学産業科学

研究所准教授の古崎晃

司 さ ん を お 招 き し 、

「シビックテック」の

可能性について語っていただきました。

　ITを活用した協働の取り組みを進めていく上では、公共

データのオープン化や、ITに関して専門性のある行政職員

が必要との意見が出ていました。他にも、市民と行政との

パートナーシップに基づいた協働の築き方について、意見

交換がなされました。 ●開催日：5月26日(土)

●開催日：7月7日(土)

●とき：14:00～15:30　
●定員：先着8名

●とき：13:30～15:00　
●定員：先着20名

第9 回

岡本 昭子さん
あきこおかもと

繋
が
り
を
活
か
し
て

　

今
で
も
公
園
が
減
り
、
子
ど
も
た
ち
の

遊
び
場
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ

と
に
疑
問
を
感
じ
た
り
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
活
動
を
通
じ
て
地
域
や
行
政

の
人
た
ち
と
の
繋
が
り
が
で
き
た
の
で
、

解
決
し
て
い
け
る
こ
と
も
あ
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地域からめざす持続可能な社会

やってみよう！
ボランティア体験！

ぷちボラ

（例）お掃除・小物作り・映画会アシスタント・
　　　喫茶・お弁当作り・竹林整備・まち歩きなど。

ボランティア経験のない方でも気軽に参加できます。
単発・短時間で体験してみませんか？

「ぷちボラ」「ボランティア・NPO 初歩講座」のお申込み・お問い合わせはラコルタまで

●　9 月 9 日（日）　　　

●10月16日（火）

●11月14日（水）　 　　　

13:30～15 :00

19:00～20:30

10:30～12:00

出前講座
も受付中！

各定員
10名

毎月
開催

興味のある方･活動しているがもっと理解を深めたい方など。

34 名の

小学生が参加

しました！

どなたでもご参加ください！ ラコルタの講座・イベント

TEL：06-6155-3167 　

FAX：06-6833-9851　

しぎかい見学会

市議会議員・議会事務局に協力いただき、

議員の仕事・議会の仕組みについて学びま

した。本会議場などを見学した後、今の自分

にできること、大人・議員になってやってみ

たいことを､グループに分かれて考えました。

　大阪北部地震の体験からか「大きな地震が

あっても死者が出ないようにしたい」等の意

見もあり、防災への関心の高さがうかがえま

した。参加者からは「議員と自分の考えが同

じで嬉しかった。議員や議会に興味を持っ

た」「議員は市民の暮らしがよくなるよう頑

張っていると分かったので、自分も今できる

ことをしたい」等の感想がありました。

自分が

やってみたい

ことを

発表！

市 議 会

シビックテックの可能性

知らないと損する　広報の基礎

ラコルタの職員が講師を務めました

　ボランティアグルー

プや自治会など、15名

の 方 に ご 参 加 い た だ

き、広報について学ぶ

ワークショップを開催

しました。

　前半は、伝えたい相

手によって、広報の仕

方が変わってくることを学びました。後半では、一方的な

情報発信ではなく、社会の中でより良い関係を築くために

何ができるのかを考えました。参加者からは「PRの本質が

理解でき、人との関係づくりが根本なのだと再認識しまし

た」「具体的なアイデアが色々あって参考になりました」

などの感想をいただきました。

情報の受け手について考えよう！

行政との協働

●開催日：7月27日(金)

千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
み
ん
な
が
誇
れ
る
ま
ち
に

たくさんの

ご参加

ありがとう！

公益活動に取り組む上での

法人格の選び方などについ

て学びます。

公益活動向けの

法人化講座

●とき：13:30～15:00　
●定員：先着10名



　　　　　DGsは、世界的な環境問題の悪化

に歯止めをかけ、人類と地球環境が共

存共栄できる社会発展を目指し、すべ

ての人々の生活の質を高めていく17

項目の開発目標（下記図）を掲げていま

す。このSDGsの前身は、2000年に国

連で決議されたMDGs（Millennium　

Development Goals :ミレニアム開

発目標）です。MDGsは、発展途上国の

人々の生活改善に主眼を置いたもので

したが、SDGsでは、気候変動問題に地

球規模で対応するため、先進国や発展

途上国といった垣根を超えた連携を求

めています。

　　　　えば、ある国が産業開発により、経

済成長を遂げても、それが大気や海洋

などの環境汚染を引き起こすのであれ

貧困や紛争・気候変動など世界にある様々な問題は、経済・環境および社会に大きな影響を及ぼしています。
2015年9月、国際連合では、このような課題の解決に向けて「SDGs（持続可能な開発目標: Sustainable Development 

Goals）（以下、SDGs）」を全会一致で採択しました。発展途上国と先進国が協働して課題を解決することで、誰も取り残さな
い持続可能な世界を2030年までに実現しようとしています。

日本でも、2016年5月には内閣総理大臣を本部長とする「持続可能な開発目標（SDGs）推進本部」が設置されました。
自治体や企業もその動きに呼応し、SDGs達成に向けた取り組みを始めていますが、私たちの身近なところでは、既に市民
が主体となった様々な市民公益活動が展開されています。

本号では、SDGsを念頭に、自分にできること、そして地域でできることについて、改めて考えます。

地域からめざす持続可能な社会ラコルタの
特　集

！ここに注目 S D G ｓ
エス ディー ジー ズ

ば、その成長は持続的発展とはみなさ

れないのです。SDGsでは、持続可能な

社会づくりに向け、各国ができること、

国家間で協力できることを見つけ出

し、創意工夫を重ねて、生活の改善と環

境保全を実現しようとしています。

　　　　のように書くと、SDGsの取り組

みは、政府が動くレベルの話で、自分に

は直接関係ないと思われるかもしれま

せん。しかし政府の力だけで、SDGsは

達成できません。産業開発の主な担い

手は民間企業であり、生活の担い手は、

他でもない、私たち市民です。普段の生

活の中で、水を大切にしよう、困ってい

る人を孤立させないようにしよう、

フードロスを無くしていこう、とい

うようにSDGsの描く社会を意識し、

行動していくことが必要なのです。

　　　　DGsの策定は、従来の自分の手に

入るお金の量で測る豊かさから一歩踏

み出し、人とのつながりや自然環境を

大切にしていくことで得られる豊かな

生き方を実現するために、生活スタイ

ルを進化させるチャンスなのです。　

「SDGsって大事なことだよね、こんな

こと始めてみようかな」　を家庭で、地

域で、職場で、共有し、取り組みを始め

ていくことが国連SDGsの目指す社会

創りなのです。

草郷 孝好さん

ウィスコンシン大学PhD（開
発学）。持続的発展に関する
実践的研究を展開、著書に
「市民自治の育て方」ほか。

子どもがいる家庭にとって、急な仕

事が入り保育園のお迎えに間に合わ

ない時、体調不良で子どもの世話がで

きない時など、短時間でも、誰かの手

を借りたいと思う場面がたくさんあ

ります。

ワーキング・マムは「民間ファミ

リーサポート」として、同じ地域の住

民たちによって、子育て家庭の日常の

困りごとをサポートしています。祖父

母宅のように、気軽に頼れる先が地域

にあれば、日々の子育ての負担も軽減

できると考えています。

最近は、共働きが増えるだけでな

く、働き方も多様化してきています

が、子育てをする環境はまだまだ追い

ついていません。子育てを家庭だけで

なく、地域全体で支えるための仕組み

づくりに挑戦しています。

NPO/NGOの活動は、SDGsが掲げられる前からSDGsの目標と同じビジョンを持って活動をしてきま

した。市民アジェンダづくりは、市民社会として、その事を多くの市民・行政・企業・教育現場に伝え、

SDGsの理解を促し、その達成を目指しています。関心のある方ならどなたでも参加できます。

様々な理由により保護者の適切な

養育を受けることができない子ども

が暮らす常照園では、退所を迎える子

どもの「その後の人生」を支える取り

組みを、積極的に実施しています。

例えば、退所前に短期間のひとり暮

らしをして、自炊や戸締りといった日

常生活を経験する機会をつくる。ある

いは退所後、ちょっとした日用品に手

紙を添えて送り、気にかけていると伝

えることで、何かあったときSOSを出

せる関係性を保つ、などです。

それまでの集団生活から離れ、新し

い環境の中で寂しさや生きづらさを

抱える子どもたちは少なくありませ

ん。地元の企業や弁護士等の専門家、

NPOと連携し、退所後もつながり続

けることで、彼らの成長と自立を見

守っています。

ナルクでは、会員同士がボランティ

アで助け合う「時間預託」という独自

の制度を活用しています。会員がボラ

ンティア活動を行った時間を、点数預

託しておき、自分や家族が助けを必要

とする際に、貯めた点数で、サービス

を受けることができます。

ボランティアの依頼内容は、高齢

者・障がい者の病院への付き添いや自

宅の清掃など、日常の困りごとから、

余暇を一緒に楽しむことまで、多岐に

渡ります。

ボランティア活動だけでなく、会員

間の交流も活発に行われており、サー

ビスの提供者・依頼者という関係を超

え、地域での支え合いの輪を広げてい

ます。

NPO 法人

ワーキング･マム 大阪西本願寺常照園

児童養護施設 /

ＮＡＬＣ（ナルク）吹田友遊悠

http://jyoshoen.org http://working-mam.com/ http://suita-koueki.org/npo/nalc/KANSAI-SDGs市民アジェンダ事務局（関西NGO協議会内:knc@kansaingo.net）

2018 年 9 月1日号
VOL.24

を支える子育て を支える子どもの自立 を支える高齢化社会

関西大学社会学部　社会システムデザイン専攻　教授　　草郷 孝好 
くさごう たかよし

吹田市内の取り組み持続可能なまちづくりにつながる

特定非営利活動法人
　ニッポン･アクティブライフ･クラブ

私たちが暮らす吹田市でも、個人や家庭だけでなく「地域」での課題解決をめざした市民公益活動が
たくさん行われています。今回は、多様な市民を支えるため、新たな仕組みや循環を創り出すことで、
より良いまちづくりをめざす取り組みを紹介します。

SDGs は生活スタイル見直しの羅針盤！

例

S

こ

S

関西市民による「KANSAI-SDGs市民アジェンダづくり」がスタート！

貧困を
なくそう

飢餓を
ゼロに

すべての人に
健康と福祉を

質の高い教育を
みんなに

働きがいも
経済成長も

ジェンダー平等を
実現しよう

安全な水とトイレ
を世界中に

エネルギーをみんなに
そしてクリーンに

産業と技術革新の
基盤をつくろう

人や国の不平等
をなくそう

住み続けられる
まちづくりを

つくる責任
つかう責任

気候変動に
具体的な対策を

パートナーシップで
目標を達成しよう

海の豊かさを
守ろう

陸の豊かさも
守ろう

平和と公正を
すべての人に
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